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Ⅰ . １. 研究の背景
　我が国の出生数は 1975 年以降、毎年減少し続けており、2018 年の出生数は 918,397 人となり、
3 年連続で 100 万人を割っている。合計特殊出生率についても一時期微増傾向が続いていたが、






性向上が対策として掲げられた３）。これらの対策に加えて 2019 年 10 月より幼児教育・保育の無
償化（幼保無償化）が実施される４）。また待機児童解消加速化プランにより 2017 年までの 5 年間
で保育所等の定員が拡大され、2018 年時点で待機児童数は 19,895 人、前年比 6,186 人の減少とな
り待機児童ゼロ政策が進められているが、地域により待機児童数の解消は十分ではない５）。







































ン平成 28 年度予算13) により、保育所、幼保連携型認定こども園、保育所型認定こども園、地域型
保育事業等の申請に対する補助が行われ以降継続されている。また文部科学省による園務改善のた
めの ICT 化支援事業14) では、幼稚園型認定こども園の申請に対し補助が行われている。
　しかしながら、初等中等教育における情報環境の整備状況が、平成 30 年 3 月調査15) において教
員の校務用コンピュータの整備率（教員数に対する校務用コンピュータの充足率）が 120.0%、統
合型校務支援システム整備率が 52.7% であることに比べ、森田らの先行調査 11) をふまえ ICT 活
用による園務効率化の状況について著者が 2018 年に実施した岐阜県における保育所・幼稚園等の
保育施設園務情報化についての調査16) では、園務システムは導入していないが園務を情報化して

























































































　作成されたシステムを運用し利用実績と効果について検証した。2019 年 2 月 4 日より運用し、






































2019 年 8 月に著者が担当した免許状更新講習において kintone システム構築演習を実施した際に












　回答者の「ICT 利用経験」については、Word 等のワープロソフト (16 名 )、Excel 等の表計算ソ
フト (11 名 )、Access 等のデータベースソフト (0 名 )、Powerpoint 等の発表支援スライドソフト (8
名 )、インターネットの情報検索・情報収集 (14 名 )、メール (14 名 )、インターネットでの商品等
購入 (12 名 )、ネットゲーム (8 名 )、SNS(12 名 )、デジタルカメラ (14 名 )、イラスト描画・画像
加工 (7 名 )、作曲・演奏 (0 名 )、その他 (0 名 ) という結果となった。調査した 12 種類の ICT 利





トの利用経験も 0 名であったが、6 名は Excel でデータベースを作成したことはあった。Excel は
リレーショナルデータベースを扱えない、データの型を厳密に設計しない、複数ユーザの同時アク
セスを本来は想定していないといった点はあるが、簡易なデータベースを手軽に作成できる。一方
で、5 人が「データベースについて、よく知らない、何をするかわからない」と答えた。また 5 人
がデータベースについて、「あまり知らない、何をするかなんとなくイメージできる」と答え、他
のオフィスソフトと比べデータベースソフトについては、学ぶ機会、利用する機会が少ない。
　「本システムを利用したいか」については、非常に利用したい（3 名）、利用したい (10 名）、ど
ちらでもない（3 名）、あまり利用したくない（0 名）、全く利用したくない（0 名）という結果であっ
た。どちらでもないと答えたうちの 1 名は、理由として「既に別の園務支援システムを導入済で
あるから」ということであった。
　「本システムの使いやすさ」については、非常に簡単 (4 名）、簡単（9 名）、どちらでもない (1 名）、
少し難しい（0 名）、難しい（2 名）という結果であった。難しいと答えた 2 名の傾向については
サンプル数が 2 と小さいことから確定はできないが、前述の ICT 利用経験について 2 と答えた 1
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